
広 事長

五郎のひまわり

-@ 
ーきらめき大洲21-

今年も、五郎 ・畑の前橋下のひまわりがきれいに咲きました。

「やすうぎの水辺整備事業Jとして県立大洲農業高校のみなさんが育てたひまわりです。

いよいよこれから夏本番、ひまわりのように元気に毎日を過ごしたいですね。
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景気対策と市民生活
の環境改善に重点

6月の定例市議会は、 6月14日から28日までの15日間の

会期で開催されました。今議会では、予算関係8件、条例

関係3件、議員提出案件2件、その他3件が提出され、審

議されました。

提
案
理
由
の
説
明

時
代
は
今
、
高
齢
化
の
進
行
、
国

際
化
や
情
報
化
の
進
展
、
経
済
の
成

熟
化
、
そ
し
て
環
境
問
題
へ
の
意
識

の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

目
前
に
迫
っ
て
い
る
新
し
い
世
紀

が
、
真
に
平
和
と
豊
か
さ
を
実
感
し
、

自
ら
の
将
来
に
目
標
や
希
望
を
抱
け

る
よ
う
な
社
会
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
市
政
の
推
進
に
つ
い

て
も
「
市
政
の
主
人
公
は
市
民
で
あ

る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
に
立
ち
、
第

四
次
大
洲
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
「
新
時
代
へ
の
飛
躍
ー

さ
ら
な
る
創
造
に
向
け
て
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
と

具
体
化
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
四
国

縦
貫
自
動
車
道
の
松
山
自
動
車
道
伊

予
j
大
洲
聞
が
開
通
の
運
び
と
な
り
、

ご
協
力

・
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

関
係
の
皆
様
に
対
し
心
か
ら
お
札
を

申
し
上
げ
ま
す
。

自
動
車
道
開
通
を
機
に
、
四
国
西

南
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
、
産
業
、

経
済
、
観
光
及
び
文
化
な
ど
幅
広
い

分
野
に
お
け
る
飛
躍
、
発
展
を
目
指

し
、
高
速
道
路
の
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
市
街
地
等
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス

道
路
の
早
期
完
成
を
は
じ
め
、
空
洞

化
が
進
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な

ど
、
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
大
洲
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
、
よ
り

一
層
の
努

力
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な
ど

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
編
成
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
景
気
対
策
を
は
じ

め
、
市
民
生
活
の
環
境
改
善
を
主
眼

に
お
き
、
園
、
県
の
財
源
の
見
通
し

の
つ
い
た
事
業
を
中
心
に
予
算
計
上

を
行
い
、
諸
施
策
の

一
層
の
進
展
を

図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計

十
九
億
七
千
七
百
七
十

万
五
千
円

八
千
二
百
八
十
三
万
七

千
円
一
千
三
百
二
十
五
万
七

千
円
の
減
額

二
十
億
四
千
七
百
二
十

八
万
五
千
円

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
平
成
十
二

年
度
の
予
算
総
額
は
三
百
二
十
二
億

七
千
七
百
五
十
七
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
同
期
と
比
較
す
る
と
九
・
九
%

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

企
業
会
計

A 
<=J 

計

般

会

計

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
六
十
三
億
二
千
九
百
十
三

万
三
千
円
と
な
り
、
昨
年
度
同
期
と

比
較
す
る
と
十
二
億
七
千
七
百
五
十

八
万
八
千
円
(
八
・
五
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

2 

総 務 費
o国際父流支援事業補助金 500千円

(日韓友好少年少女文化交流事業)

0カヌー基地整備事業費補助金 2，500千円

(大川地区:トイレ・シャワー整備)

0コミュニティ集会所整備事業費 39，645千円
(和田・猿谷・西松ケ花)

o地方拠点都市基盤整備事業費 20，300千円
(東若宮土地区画整理組合負担金ほか)

民 生 費
o地方改善施設整備事業費 387，600千円

。大洲保育所移転用地鑑定手数料 329千円

衛 生 費

o肱川清流保全条例制定事業費 1，602千円
o合併処理浄化槽設置整備事業費補助金追加 5，994千円
0電気式生ごみ処理機設置事業補助金追加(@20千円/1基)5，000千円

o犬猫不妊去勢手術費補助金 500千円

農林水産業費

0中山間地域等直接支払推進事業費 18，371千円
o間伐促進強化対策事業費補助金 95，027千円

補正した主な事業費
商 工 費

0まちの駅整備事業費(整備検討委員会設置土地鑑定手数料)905千円
0おはなはん通り友ぴ周辺地区町並み景観保全対策費補助金 16，500千円
o大洲城天守閣復元事業費 103，111千円

土 木 費
0中心地域主要アクセス道路の整備促進 472，000千円
(田口徳森線、弁天田野々線、大洲徳森線、若宮天満線)

o周辺地域生活道路網の整備
-県単補助道路整備事業費(長谷梅川線) 180，000千円
-県地域振興道路整備事業(梶屋省線ほか5路線)95，000千円
-市単独道路改良事業費 105，589千円
-市道維持管理費(市内全域の維持工事費) 20，000千円
0がけくずれ防災対策事業費(土井地区ほか5箇所)52，912千円

消 防 費
0 消防施設整備事業費(消防ポンプ自動車ほか)31，693千円

0防火水槽新設工事費補助金(2箇所) 3，400千円

教 育 費
。久米小学校校舎増築事業費(3教室増築) 148，291干円

0大洲小学校校舎整備事業費(耐力度、耐震調査委託料)12，000千円

《一般会計》

今議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議会だ

よりNo.28Jをご覧ください。
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犬猫の不妊去勢手術
補助制度開始
最高官1万円の輔助禽

保険環境課生活衛生係

ft24-2111 内線162~投身

大
洲
市
で
は
、
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
犬
及
び
猫
が
不
必
要
に
繁

殖
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
、
犬
猫
の

不
妊

・
去
勢
手
術
に
対
し
、
手
術
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し

ま
し
た
。

{補
助
制
度
開
始
日
}

平
成
十
二
年
七
月

一
日
以
降
に
実

施
し
た
手
術

{補
助
対
象
者
等
】

①
愛
媛
県
獣
医
師
会
大
洲
支
部
に
属

す
る
獣
医
師
が
開
業
す
る
下
記
の

動
物
病
院
に
お
い
て
、
不
妊
去
勢

手
術
を
実
施
し
た
犬
ま
た
は
猫
の

所
有
者
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
者
。

②
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
定
め
る

登
録
及
び
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

受
け
て
い
る
こ
と
。

{補
助
金
の
額
等
}

①
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
し
た
犬
ま

た
は
猫

一
匹
に
つ
き
、
手
術
費
の

二
分
の

一
以
内
で
、

一
万
円
ま
で

②
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
係
る
補
助

は
、

一
世
帯
に
つ
き
一
年
度
二
匹

ま
で

{交
付
の
申
請
及
び
申
請
の
期
間
}

①
手
術
費
の
領
収
証
を
添
え
て
、
保

険
環
境
課
生
活
衛
生
係
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
は
、

手
術
を
実
施
し
た
日
か

ら
一
カ
月
以
内

院

病 院 名 住 所 電話番号

久保田 動物 病院 大洲市新谷 25-3223 

西大 洲 動物病院 大洲市西大洲 23-3303 

上一動物病院 長浜町白滝 54-0158 

泉 川 動物病院 内子町内子 43-1829 

藤本動 物 病院 内子町内子 43-0799 

病物動犬
の
里
親
制
度
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

電気式生ごみ処理機の

指定販売業者をお知らせします

保険環境課生活衛生係

ft24一2111 内線162

肱

南

地

区

樹

上

田

電

気

商

会

側

河

野

電

機

商

会

電

化

の

ほ

ど

の

フ

ク

チ

電

器

伺

ペ

ニ

l

レ

イ

ン

岡

松

見

電

機

商

会

久

米

地

区

愛

媛

た

い

き

大

洲

支

所

久

米

事

業

所

肱

北

地

区

聞

大

洲

電

化

セ

ン

タ

ー

伺

菊

地

電

気

工

事

所

側

西

岡

電

機

商

会

フ

ジ

グ

ラ

ン

大

洲

倒

マ

ル

タ

電

機

商

会

合

資

会

社

矢

野

金

物

庖

喜

多

地

区

倒

イ

カ

ワ

電

業

社

イ

ケ

ダ

電

化

愛
媛
た
い

き

喜

多

支

所

大

洲

四

国

電

業

側

オ

ズ

グ

リ

ー

ン

サ
ン

・
デ

ユ

オ

大

洲

庖

嗣

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

大

洲

デ

イ

ツ

ク

大

洲

庖

附

土

居

鉄

工

所

ベ

ス

ト

電

器

大

洲

庖

鮒
ベ
ス

ト
電
器
東
大
洲
庖

上 }¥ 新 材。 大 菅 南 平 平 喜

愛 須 須(有)愛喜多 愛 善 マ篠傭)愛 -品Q 愛 沢愛愛 I11 松ダ愛 田 愛 久 リ川愛 野 や (有)偏 (有)伊 村水惰)松 !t 
す麦 戒 一援 媛 土也 ツ 崎共媛I也媛 士也媛媛I也 媛 土也援

米
ピ援土也

し満入内田予

I也
士也土也 土也 土也

た 区 ニた 区 た 区 ヤ電栄た 区 た 区 たた 区
下スた

区
た 区 ン fこ区 区 丸田 区v、

内協い し、 テ2 ブしミ し、 Uミし、 電 キい
し、
ズ本ぃ ま野洲電 上関

き ン 化 口芦、 き
上

き き き きき き
南 カ き 電気木 電包

須 電電粟
キ斗ソ-1-ク1ツ新

相P 蔵大 気ン 菅 久 電平 で大設水
電電工 装

戒 業津 善 大 l工谷 沢 J 11 J 11 設大田 米 タ野 ん 商 道 材

支 支 支 洲 ピ業支 支 支支 支 支 ヤ支 工 設

所 器社所 所 庖ス所所 所 所 所 備洲所 所 マ工所 か庖業備側 工 器業側

※
平
成
十
二
年
七
月

一
日
現
在

3 
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大
洲
市
福
祉
事
務
所

高
齢
福
祉
課
合
@
2
1
1
1
内
線
1
7
5

社
会
福
祉
課
合
@
2
1
1
1
内
線
1
8
1

障

害

児

福

祉

手

当

{
受
給
資
格
}

在
宅
で
二
疋
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の

児
童
。た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

{
手
当
額
(
月
額
)
】

一
万
四
，
六
一

O
円

特

別

障

害

者

手

当

{
受
給
資
格
】

在
宅
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳

以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
や
医
療
機
関
に
三
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

{
手
当
額
(
月
額
)
}

二
万
六
，
八
六
O
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

{
受
給
資
格
}

①
受
給
者
要
件

ア
障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
監
護

す
る
場
合

イ
父
母
が
い
な
い
か
、
父
母
の
い

ず
れ
も
が
障
害
児
を
監
護
し
な

い
た
め
、
父
母
以
外
の
人
が
障

害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
常
に
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
は
除
か
れ

ま
す
。
{
手
当
額
(
月
額
)
}

対
象
児
童
一
人
に
つ
い
て

一
級
:
:
:
五
万
一
，
五
五

O
円

二
級
:
:
:
三
万
四
，
三
三

O
円

在
宅
老
人
介
護
手
当

{
受
給
資
格
}

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た
は

重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以
上
継

続
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
と

同
居
し
、
日
常
生
活
の
介
護
を
し
て

い
る
人
。

{
手
当
額
(
月
額
)
】

七
，
五
O
O
円

【
現
況
届
}

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
三
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

{
申
請
手
続
き
}

世
帯
全
員
の
住
民
票
(
謄
本
)
を

添
え
て
所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
高
齢
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

児

童

扶

養

手

当

【
受
給
資
格
}

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に

対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
(
年
度
内
は

有
効
)
ま
た
は
二
十
歳
未
満
で
一
定

以
上
の
障
害
を
有
す
る
児
童
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

ア
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

イ
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

ウ
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

工
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童

オ
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

力
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

キ
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

ク
キ
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら

か
で
な
い
児
童

【
請
求
時
効
}

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
日
か
ら
、
起
算
し
て
五
年
を

経
過
す
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま

す。

4 

【
手
当
額
(
月
額
)
】

児
童
一
人
の
場
合

四
万
二
，
三
七
O
円

児
童
二
人
の
場
合

四
万
七
，

三
七
O
円

以
下
、
一
人
増
す
ご
と
に

三，

O
O
O
円
ず
つ
加
算

{
所
得
制
限
}

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
人

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

【
現
況
届
】

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況
屈

を
提
供
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

一
申
請
手
続
き
}

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄

本
、
所
得
証
明
、
診
断
書
な
ど
の
提

出
が
必
要
で
す
。

手
当
額
は
い
ず
れ
も
平
成
十
二
年

四
月
一
日
現
在
の
も
の
で
す
。

携帯電話からの

110番・ 119番
いつでも、どこでもかけられる携帯電話 ./  
でも、事故事件救急-火事などの通報 戸〆

の擦には、気をつけて I
大洲市内から霊電話をかけても市外の消防署
や警察署につながっていることがあります。
こんなときは、落ち着いて場所を正確に伝
えましょう l
※このことについては、広域消防おおず
( 7月発行)で詳しく紹介していますので、
ぜひご覧ください。
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中山間地域等直接支払制度日
F トいよいよスター

農林課営農係

会 24-2111内線366

中
山
間
地
域
は
川
の
上
流
に
位
置

し
、
農
業
生
産
活
動
等
を
通
じ
て
国

土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
良
好

な
景
観
形
成
な
ど
の
多
面
的
機
能
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
の

立
地
特
性
と
担
い
手
の
高
齢
化
・
減

少
等
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
機
能
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
業
生
産
活
動
等
の

維
持
を
図
り
つ
つ
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
を
防
止
し
多
面
的
機
能
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
要
件
を
満

た
し
た
集
落
に
対
し
て
交
付
金
の
直

接
支
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

各
集
落
で
ご
検
討
い
た
だ
き
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

{
対
象
農
地
】

次
の
①
j
④
の
全
て
に
該
当
す
る

農
地
①
農
振
農
用
地
区
域
内
(
宅
地
な
ど

へ
の
農
地
転
用
が
認
め
ら
れ
な
い

区
域
内
)
で
あ
る
こ
と

②
表
の
傾
斜
度
が
あ
り
農
業
生
産
条

件
不
利
地
で
あ
る
こ
と

③
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
面
的
な
ま

と
ま
り
が
あ
る
こ
と

④
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

【
対
象
行
為
}

集
落
で
締
結
し
た
耕
作
放
棄
の
防

止
な
ど
を
内
容
と
す
る
集
落
協
定
書

に
基
づ
き
、
五
年
以
上
継
続
さ
れ
る

農
業
生
産
活
動
及
び
、
多
面
的
機
能

の
増
進
に
つ
な
が
る
行
為
と
し
て
取

り
組
む
活
動

{
対
象
者
}

集
落
協
定
に
基
づ
き
、

五
年
以
上

継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
な
ど
を
行

う
者
※
今
回
の
制
度
に
は
集
落
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

{
交
付
単
価
}

表
の
と
お
り

{
交
付
金
の
配
分
}

交
付
金
は
ま
ず
協
定
集
落
へ
支
払

わ
れ
ま
す
。
支
払
わ
れ
た
交
付
金
の

概
ね
二
分
の
一
以
上
が
、
集
落
の
共

同
取
り
組
み
活
動
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
残
り
が
、
耕
作
・

管
理
面
積
に
応
じ
て
個
人
に
分
配
さ

れ
ま
す
。

{
実
施
期
間
】

平
成
十
二
年
度
j
平
成
十
六
年
度

{
集
落
協
定
認
定
申
請
期
限
}

平
成
十
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

傾斜度及び交付単価表

区 分 傾 斜 度 10a当たり年額

急傾斜地 1/20以上 21.000円
田
緩傾斜地 1/100以上1/20未満 8，000円

急傾斜地 15度以上 11.500円
止田
緩傾斜地 8度以上15度未満 3，500円

※緩傾斜地は急傾斜地との連担性が必要

※一戸当たり100万円が受付限度

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

f
保
険
料
納
付

市
民
課
国
民
年
金
係

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代

の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み
ん
な

が
加
入
し
て
若
い
世
代
の
人
た
ち
が

年
金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
今
の

お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
私
た
ち

が
年
老
い
た
と
き
に
は
、
次
の
世
代

の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
国
民
全
体
の
支
え
合

い
の
制
度
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に

と
っ
て
、
大
切
怠
保
険
料
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
支
払
わ

れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
、
死
亡
し
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
め
ず
に
放
っ
て
お
く

と
納
付
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
た
場

合
、
後
で
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
経
済
的
に
不
安
な
老
後
を
送

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
の
老
後
の
暮
ら
し
の
基
盤
を

築
く
た
め
に
も
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
と
っ

て
大
切
な
保
険
料
納
付
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
便
利
で
確
実
な
保
険
料
の
口
座

振
替
も
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)

花
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

い
よ
い
よ
、
花
火
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
花
火
を
す
る
と
き
は

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

-
子
ど
も
だ
け
で
、
花
火
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
花
火
を
、
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ムダ

5 
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川大
洲
め
豊
か
な
土
壌
に
育
ま
れ
た

お
い

h
w
梨
が

t
今
年
も
た
く
さ
ん

安
宇
つ
け
争
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
仇

t

o
内

と
れ
た
て
の
味
争

た
格
別
A
-1

-
ご
家
族
や
お
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
、

ぜ
ひ
、
ぉ
越
叱
く
だ
さ
い
。

喧

，

d

，

{
一
の
瀬
観
光
梨
園
}

V
問
い
合
わ
せ

上
須
戒
支
所

{
幸
野
観
光
梨
園
}

V
オ
ー
プ
ン
八
月
十
一
日
働
か
ら

V
場
所
大
洲
市
松
尾
(
幸
野
観
光

梨
園
)

V
開
園
時
間
九
時
j
十
七
時

V
問
い
合
わ
せ

幸
野
観
光
梨
園

h
E
a
V
6
6
5
 

V
味

l
プ
W

八
月
六
日

ωか
ら

電
場
所
大
洲
市
上
須
戒
人

一
の
瀬

梨
団
地
)

ぽ

V
開
園
時
間
九
時
j
台
七
時

〈
総
合
案
内
〉

商
工
観
光
課

土
砂
災

ーず

、-

土砂災害危険箇所を知っていますか?
地すべり・急傾斜地崩壊危険箇所及び土石流危険箇所を知っていますか。

土石流災害危険箇所マップを最寄りの公民館・集会所に掲示していますので、ぜひ、

覧の上、ご確認ください。
なお、土砂災害について詳しく知りたい方は、建設課までお問い合わせください。

の
防
止

建

設

課

6 

告
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
1
8
)

避難場所1e1決まってい宮司古、?逃げ方を知っていますか?同，・
E
F

---

h
U
E
 

す
一
ま
宇
、.. 
E
 

'
L
V
=
 

て一し一
意
「
注
円
-
』
一
l
'
 

雨

7

・

普段から家族全員で避難場所や避
難する道順を決めておきましょう。
災害が起きる時、家族全員がいっ
しょにいるとは限りません。そん
な時もあらかじめ避難場所を決め
ておけば安心です。

土石流は速度が速いため、流れを
背にして逃げたのでは追いつかれ
てしまいます。土砂の流れる方向
に対して直角に逃げるようにしま
しょう。

土砂災害の多くは雨が原因で起こ
ります。長雨や大雨で危険だと思っ
たら、早めに避難しましょう。 1時
間に20ミリ以上、または降り始め
てから100ミリ以上の降雨量になっ
たら十分な注意が必要です。



チ
工
口

国際的なピアニストとチ工リストを招
き、親と子のコンサートを開催します。
皆さんのご来場をお待ちしています。
【日時】 8月11日 (金)

開場午後6時30分
間演午後7時

【場所】大洲市民会館大ホール
【演奏者】 ピアノソリスト 小)11典子、チ工リスト 誼静
【演奏曲目】 ホッJ¥一「精霊の踊り」、ドビュッシー「アラ

ベスク」ほか
【入場料】 前売券 1，000円当日券1，500円(大人、子ども共通)
※ 前売券は、親と子でよい音楽をきく会、教育委員会、名
公民館で取り扱っています。 詳しくは、社会教育体育課

へお問い合せください。

ft 24-2111 内線552

ω夏
休
み
親
と
子
の

コ
ン
サ
ー
ト

小
川
典
子

ピ
ア
ノ

8月号

伊予~大洲閏・四国縦貫自動車道全線開通記念

ハイウエーフエスティJVし2000
ミュージカルを開催

広報ああず 20∞

8月11日制

趨

静

伸三

ノ、イウエーフェステイノ'¥)レ2000のポストイベントとして、
劇団「ふるさときゃらばん」によるミュージ、カルを上演します。

【と き] 8月20日(日)午後5時30分開演
【ところ】大洲市民会館

【内 容]99年に全国公演をスタートした、同劇団の新
作「噂のファミリー 1億円の花婿」の上演。高速道路が
開通しでもなお過疎化がすすむ町に、久しぶりに舞い込
んだ明るい噂。「人生は楽しいJというメッセージをこ
めたミュージ、カル。演出は、第3回日本舞台芸術家組
合賞受賞の石塚克彦氏

【参加費】無料ですが、 事前申し込みが必要です
【問い合わせ先】

伊予~大洲間・四国縦貫自動車道全線開通記念
広域イベント実行委員会(大洲市役所総務財政課)

宮 24-2111 内線328

損影・英

伊予~大洲間・四国縦貫自動車道全線開通記念協賛行事

川まつり花火大会
恒例の川まつり花火大会を、
今年も8月3目、 4日の2日間
肱川を舞台に開催します。3千
発の花火が夜空を彩る大洲なら
ではの情緒を十分にお楽しみく
ださい。。8月3日(木)
・川まつり神事(住吉神社)

11時~13時
・花火大会 (肱北河原)

20時~21時
.8月4日後)

k'IIII.~・花火大会(肱南河原)
事~n戸 20時~2 1 時

8月3日・4日

結
成
却
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ
る
今
年
は
、
テ
レ
ビ
で
お
馴

染
み
の
、
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
を
司
会
に
お
迎
え
し
、
明
る
く
華
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
下
さ
い
。

【日時] 8月19日∞開演 19時
【場所I大洲市民会館大ホール
【入場料]300円
【曲 目]キャンディード序曲
アメリ力ンシンフォニーイ也

【後援】大洲市教育委員会
【問い合わせ先】
大洲プラスアンサンプル事務局
ft23-2809 (新まで)

土地分譲好評発売申

タ守〉 北只下団地富士ニ

宮24-7118

大洲市土地開発公社
お問い合わせは、大洲市役所2階

7 
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女優の星野知子さんをゲストに

考えるの魅力を知り、『酉予』

シンポジウム。

ほしの ともと

星野知子さん
女優。新潟県長岡市出身。法政大学社会学科卒。 NHK連続テレビ小説 『なっちゃん
の写真館jで主演デビュー。映画「失楽園」で1998年日本アカデミー賞助演女優賞優
秀賞を受賞。女優業の他、「ミユ ジツクーフ工ア」の司会や「二ユスシャ トル」
のキャスターなども務める。ドキユメンタリ 番組への出演も多くアマゾンやベル一、
シベリアといった秘境に挑んでいる。最近では、 MBS1道ー 浪漫」、テレビ東京 12
0世紀日本の経済人J(毎週土曜10:00-放送)の司会者としてレギュラー出演中。 20
00年春、自らの撮影による各国での写真をまとめたフォト&エッセイ「旅の写心館J
を講談社から、そして「フ工Jレメ ルとオランダの旅」を小学館から出版。 1999年か
ら、日印21世紀賢人委員会(外務省アジア局南西アジア課所管)に参加している。

「西予ってどこのこと?Jと思った人も多いはず。八幡浜市、大洲市
をはじめ喜多郡、西宇和郡、東宇和郡の2市川町村からなる
地域のことですが、、これをみなさんに知ってもら

うための今回の卜ーキングシアター「わか‘まち

西予物語」。演劇とトークを通して、“西予"の

魅力と課題を探ってまいります。

この知的遊楽劇場に参加すれば¥今まで知らな

かった“西予の魅力"にきっと出会うはず11

おか古を忽おじ

岡崎直司氏
1954年、八幡浜市
生まれ。明治大学
文学部卒後、建設
会社の社報編集社
などを経てフリ
ライターとして独

立。「まちのデザイン 歩キ白デスは見
た!Jで99年、第14回愛媛出版文化賞を
受賞した。

い忽もと たかとし

稲本陸喜氏
1951年内子町生ま
れ。74年大学卒業
し内子町役場に。
97年第3セクタ
として設立した
「株式会社内子リ

フレッシュパっかちり」へ出向し、初
代支配人に。 99年12月、内子町教育委員
会教育長に就任。

5くさぶろう氏
1965年、大洲市生まれ。松山東高校卒
後、愛媛大学教育学部(特別教科音楽
教員養成課程)へ入学。在学中は落語
研究会に属し、県内各地で口演、好評
を博す。その後も、 “地元の噺家"と
して舞台に上がるほか、漫才、演芸台

本、講演会、司会など多方面に活躍。また最近はテレビのキャラク
ター「らくおばちゃんJが幅広い世代に受け、 CM出演なども多数。
あいテレビ「ハナマルセブン」パソナリティ、「わくわくテレビ」
(松山市政広報番組)出演。 FM愛媛「らくさぶろうのフラボー/
クラシック!!J ) ¥ーソナリテイ。

-コーテ‘ィネイター/菊池洋氏(愛媛新聞社八幡浜支社長)

知的遊楽劇場

『わがまち酉予物語』
舞台は、愛媛県の西暗にある"西予"という地域。そ
こは、穏やかな海、広がる段々畑、ゆったり流れる川、
季節の花々など豊かな自然と温暖な気候に恵まれたの
どかなまち。そこで公民館を守る館長と、地元で働く
男女B人の青年たちがいる。館長には、彼らと同じ年
で家出したままの息子力、一人いた。その息子がある日
突然、彼女を連れて都会かう帰ってくる。
都会に疲れた息子、自分の住む街に魅力がないと患っ
ていた青年たちだったが、ある館長の計5いによって
彼らの気持ちに変化が起こる

C A S T 
公民館長/スオウアキラ
ヒカル/中井千恵子
ヤヨイ/網本朝美
エミコ/酒井由紀
キョウコ/中村優子

館長夫人/越智紀子
サ卜ル/曽我部吉正
ユキオ/村上和也
コウスケ/竹本誠司
カズヤ/川村隆司

13: 30開会あいさつ

知的遊楽劇場
13 : 35 r:わがまち西予物i!J

14・20パネル ・ディスカッション

ゲスト 星野知子さん(女優)

パネリス ト 稲本隆寿氏
(内子町教育委員会教育長)
岡崎直司氏
(フリーライ合一、八幡浜市出身)

らくさぶろう氏
(あいテレビキャス空一、大洲市出身)

コーディネ-;ー菊池 洋氏 ， 
(愛媛新聞社八幡浜支社長)

PROGRAM 

S T A F F 
演技指導/スオウアキラ
プロデユース ・脚本・演出/渡部圭太
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住
む
人
の

心

が

映

る

み
ん
な
の
道
路

道
路
を
ま
も
る
月
間

八
月
一
日
j
三
十
一
日

関古道
定5路
は沿
でい
きの
て産
い木
まの
す
か

15: 45閉会

夏
も
本
番
を
む
か
え
、
木
々

の
緑
も
い
っ
そ
う
深
み
を
増
し
、

ぐ
ん
ぐ
ん
生
長
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
庭
な

ど
に
植
え
ら
れ
た
、
道
路
沿
い

の
花
木
の
手
入
れ
は
で
き
て
い

ま
す
か
っ

花
木
が
の
び
て
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
と
、
自
動
車
や
バ

イ
ク
の
運
転
の
際
、
見
通
し
が

悪
く
な
り
歩
行
者
の
発
見
が
遅

れ
て
事
故
の
原
因
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ご
近
所
同
士
で
気
を

付
け
合
い
ま
し
ょ
う
。



8月号広報ああず 2000

募 集を

安曇川町を訪ねる旅

参加者
《滋賀県安曇川町》

大洲市と安曇川町は友好都市として交流を図っています。

申江藤樹先生の生誕の地

平成12年10月13日幽から10月15日(日)

80人(大型パス 2台)

1人 36，000円

※大洲市友好都市交流促進協議会から、パスチャータ一

代(1人当たり約9，000円)が助成されます。

2 i白3日時

員

用

日

定

費

程]

10月13日 大洲市:8時発一大鳴門橋野島断層保存館明石大橋京
(金) 都(二十二間堂)一京都泊

10月14日 京都市内観光(清水寺 33年に 1度のご本尊開帳、大徳寺、

(土) 嵐山等) 安曇川町(手作り扇子に挑戦) 安曇川町泊(交流会)

10月15日 安曇川町(藤樹先生ゆかりの地散策藤樹書院、中江藤樹記

(日) 念館、藤樹神社等)一瀬戸大橋一大洲市:19時着

先](樹えひめ内外旅行社宮 23-5000
電話でお申し込みください。手続きの資料等をお

送りします。

なお、申し込み多数の場合は抽選といたしますの

であらかじめご了承ください。

[申込み締切り】平成12年8月31日(木)
【問い合わせ先]附えひめ内外旅行社 告 23-5000

大洲市役所企画調整課(対肺湖南肺宛制居留指髭導勢局)
包 24-2111内線 385

み込[申

申江蕗樹のおとを訪お~う

【行

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を
〈
ら
し
の
な
か
に
(
九
)

今
、
社
創
は
国
際
化
・
情
執
似

・

し

よ

う

し

か

こ

う

れ

い

か

き

ゅ

う

そ

く

す

す

少
子
化
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

わ

た

し

し

ん

べ

ん

私
た
ち
の
身
辺
に
せ
ま
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
国
際
化
」
に
つ
い
て

カ
λ
カ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ほ
う
む
し
ょ
う
に
ゅ
う
こ
く
か
ん
り
き
ょ
く

法
務
省
入
国
管
理
局
の
ま
と
め
に

に

ほ

ん

せ

い

か

つ

が

い

こ

く

じ

ん

よ
る
と
)
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人

と
う
ろ
く
し
の
す
う
さ
く
ね

ん

ま

つ

ひ

や

く

ま

ん

登
録
者
数
が
昨
年
末
、
百
五
十
五
万

せ

ん

に

ん

か

こ

さ

い

こ

う

六
千
百
十
三
人
で
、
過
去
最
高
だ
っ

ぜ
ん
ね
ん

た
前
年
よ
り
四
万
三
千
九
百
九
十
七

人

(
一
了
九
%
)
増
え
、
五
年
前
よ

り
二
十
万
人
以
上
、
十
年
前
よ
り
五

ぞ
う
か

十
万
人
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ

く

せ

き

か

ん

こ

く

さ
た
ち
ょ
う
せ
ん
せ
き
や
く

国
籍
は
①
韓
国
・
北
朝
鮮
籍
(
約

六
十
三
万
四
千
人
)
②
中
国
(
約
二

十
九
万
四
千
人
)
③
ブ
ラ
ジ
ル
(
約

二
十
二
万
四
千
人
)
④
フ
ィ
リ
ピ
ン

べい
こ
く

じ
ゅ
ん

⑤
米
国
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
け
ん

ま
た
在
県
外
国
人
は
、
昨
年
末
で

じ
ゅ
う
ね
ん
か
ん

五
千
四
百
四
十
七
人
と
、
十
年
間
で

約

一・

九
倍
に
な
り
、
そ
の
国
籍
は
、

ひ
と
び
と
き
ん
ね
ん
き

韓
国

.
朝
鮮
の
人
々
や
近
年
急
増
し

て
い
る
中
国
の
人
々
を
は
じ
め
と
し

こ

〈

お

よ

て
六
十
五
カ
国
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
」の
よ
う
な
不
況
で
も
「
国
際
化
」

の
動
き
は
止
ま
ら
ず
、
法
務
省
は
将

し

ゃ

味
の
少
子
・
高
齢
枇
従
喰
も
視
野
に

入
れ
、
外
国
人
の
人
材
受
け
入
れ
や
、 No.262 

人
権
と
同
和
教
育

す共5
。生主
社し、
A 
ヱミ

σ〉
実5
現立
を
目的
指ざ
し
て
しミ

ま

しく化
た求t時じこ
。め代tう
らにし
れ対主たい
る応号実告
よし'情;
うたを J

に人E踏ふ
な権2ま
つ教?え
て育り
きが、固

ま強際

へ

い

せ

い

け

ん

た
と
え
ば
、
平
成
七
年
度
に
県
が

じ

っ

し

に

ち

じ

よ

う

せ

い

か

っ

か

ん

ざ

い

実
施
し
た
「
日
常
生
活
に
関
す
る
在

け

ん

い

し

き

ち

ょ

う

さ

は

ん

県
外
国
人
の
意
識
」
調
査
で
は
、
半

す
う紋
以
上

ト
五
四
・
五
%
)
の
人
が
料

校
や
職
場
あ
る
い
は
日
常
生
活
に
お

い
て
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

さ

べ

つ

へ

ん

け

ん

差
別
や
偏
見
を
感
じ
た
こ
と
が
「
あ

る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

も
ん
だ
い
か
い
け
っ

こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
の
た
め
に

あ

や

ま

せ

ん

に

ゅ

う

か

ん

あ

ら

た

た

よ

う

は
、
誤
っ
た
先
入
観
を
改
め
、
多
様

ぶ
ん

か

し

ゅ

う

か

ん

か

ち

か

ん

な

ど

ち

が

な
文
化
・
習
慣
・
価
値
観
等
の
違
い

た

だ

に

ん

し

き

み

ん

ぞ

く

を
正
し
く
認
識
し
、
国
籍
や
民
族
を

と

お

な

に

ん

げ

ん

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
同
じ
人
間

そ

ん

ち

ょ

う

あ

と
し
て
尊
重
し
合
い
、
共
生
で
き
る

ち

い

さ

つ

と

地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

も

の

ひ

と

じ

よ

う

ほ

う

ひ

ん

ぱ

ん

物
・
人
・
情
報
が
頻
繁
に
、
そ
し

た
い

り

ょ

う

こ

っ

き

ょ

う

こ

む

か

て
大
量
に
国
境
を
越
え
る
時
代
を
迎

じ
ん
け
ん
い
し
き

え
、
「
人
権
意
識
で
も
国
際
化
す
る
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9 



B月号

平成12年7月1固まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 159，679，978円
です。

広報ああず 2000

かおら版

大洲市は、市の新しいシンボ、ルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 ft 24-2111内線222

島
根
県
松
江
市

松
江
城

松
江
は
古
代
出
雲
の
中
心
と
し
片
山

碍
く
か
ら
開
け
、
奈
良
時
代
に
は
国

街
(
国
司
の
役
所
)
や
国
分
寺
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
関
ケ
原
の
戦
い

後
、
一
六
一
一
年
に
は
、
堀
尾
吉
晴

に
よ
り
亀
田
山
と
呼
ば
れ
る
小
高
い

岡
に
松
江
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。
山

陰
で
唯
一
残
る
天
守
閣
は
、
市
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
こ
と
の

で
き
る
松
江
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
こ

の
天
守
閣
は
、
別
名
「
千
鳥
城
」
と

呼
ば
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
さ
三
十

m
、
五
層
六
階
の
天
守

閣
は
威
圧
す
る
よ
う
に
大
き
く
、
同

じ
こ
ろ
造
ら
れ
た
姫
路
城
の
華
麗
さ

に
比
べ
、
こ
の
城
は
無
骨
で
実
戦
本

位
の
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
黒
い
下

見
板
張
り
で
初
期
天
守
閣
の
名
残
り

企松江城天守閣

0短見縄手

0松江域

を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

天
守
閣
の
内
部
に
は
、
よ
ろ
い
、

か
ぶ
と
、
刀
な
ど
松
江
藩
ゆ
か
り
の

品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
的
、
出

雲
十
八
万
六
千
石
の
威
容
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

天
守
閣
の
最
上
階
か
ら
は
、
三
百

六
十
度
に
わ
た
っ
て
松
紅
初
城
守
知

拡
が
り
、
四
季
折
々
の
大
山
、
宍
道

湖
が
一
望
で
き
ま
す
。
松
江
大
橋
を

挟
ん
で
北
側
に
は
塩
見
縄
手
な
ど
の

武
家
屋
敷
が
残
り
、
松
江
市
の
伝
統

美
観
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
松
江
市
役
所
、
島
根

県
庁
な
ど
政
治
文
化
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
南
側
は

商
屋
、
鉄
砲
方
の
侍
屋
敷
、
寺
な
ど

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
経
済
・

商
業
の
中
心
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
松
江
に
は
城
下
町
の
町
割
り

が
今
だ
に
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
吹
く

堀
川
巡
り

松
江
城
を
囲
む
す
べ
て
の
堀
川
は

築
城
時
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
堀
川
は
、

物
資
の
輸
送
や
人
々
の
往
来
、
生
活

用
水
と
し
て
、
さ
ら
に
は
豊
か
な
漁

場
と
し
て
、
古
く
か
ら
人
々
の
生
活

と
結
び
付
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
堀

川
で
は
、

全
長
三
・
七
回
に
わ
た
る

遊
覧
船
巡
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。古
い
町
並
み
が
残
り
、
整
然
と
落

ち
着
き
の
あ
る
城
下
町
の
景
色
は
、

立
ち
並
ぶ
老
松
と
堀
川
の
流
れ
と
あ

い
ま
っ
て
、
江
戸
時
代
さ
な
が
ら
の

風
情
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

二
の
丸
復
元
整
備

松
江
城
二
の
丸
に
は
、
平
成
十
三

年
春
に
三
つ
の
櫓
が
復
元
さ
れ
ま
す
。

城
郭
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
城
下
町

松
江
の
風
情
を
一
層
深
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

を
も
っ
松
江
の
町
並
み
の
情
緒
は
、

古
く
か
ら
色
濃
く
残
る
藩
政
時
代
の

町
割
り
と
そ
の
中
心
と
な
る
松
江
城

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

企松江市内地図
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歴
博
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

テ
l

マ
展
「
大
洲
再
発
見
」

ー
よ
み
が
え
る

歴
史
・
文
化
・
風
景
ー

9
月
幻
自
国

i
n
月
5
日
目

詳
し
い
内
容
を
広
報
お
お
ず
9
月

号
と
叩
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
/

企堀川めぐり

募
は
応
合

匡

罵

で

場

伯

唄

等

の

昌

男

送

数

h
v

郵
多

噌

一

え

名

思

由

う

同

町
j
E

の

(

刈

引

い

す

、，

z

言
ま

ヨ

4

そ
し

シ

地

シ

着

型

一

-

宮

一

必

〕

置

を

「

若

テ

加

係

、

品

テ

、

ス

。

旧

村

集

号

念

ス

は

災

す

む

中

所

募

番

記

r
u
v

で
防
ま
引
市
務
称
話
は

q
H
F

所
川
い
引
い
州
事
愛
電
に

方

務

河

て

惜

制

大

事

、

者

間
W

事

こ

し

工

内

齢

用

川
事
M
集
峨

f~洲
課
四
年
採
J

司
d

工
設
募
司
「
討
回
大
1
引
、
。
す

代

υ
洲
建
を
】
、
E

に
出
省
第
ト
名
い
ま

H
H
大
に
称
限
臥
mm
設
査
U
氏
さ
り

台
働
省
防
愛
期
日
叩
一
T
建
調
宮
、
だ
な

目

n
設

堤

の

募

募

所

く

と

建

の

ン

応

応

住

て

選

区

ヨ

【

【

し

抽



• 

⑨ 柳沢ほたるまつり

群れをなして飛び交う蛍の幻想的な光に誰もガ魅了される。そんな円またる
まつり」も今年で28回目を迎えました。毎年、まつりを楽しみにふるさとに帰っ
てくる柳沢出身者や市内外から多くの見物客が訪れ、たくさんのバザーや藤縄
神楽、田処での吠杉コンサート」などで楽しいひと時を過ごしました。

8月号広報おおず 2000

cfu 救難ボート取扱訓練

出水期を迎えて、水害活動に万全を期するため救難ボートの訓練ガ大洲
城祉下の肱川で行われました。消防団肱南分団、肱北分団、新谷分団ガ参
加し、消防署職員の指導によりボートの組み立てや走航訓練、要救助者を
水の申力、らボートヘ引き上げる救出訓練などガ行われました。

衆議院議員総選挙 ・参院補選

「衆議院小選挙区選挙」、「衆議院比例代表選挙」、「最高裁判所
裁判官国民審査J、「参議院議員補欠選挙」、なんと4つもの投票ガ
あったこの日の選挙。今回の大洲市の投票率は61.94%でした。皆さ
んは投票に行かれましたか?

￥

3
5
2
5
5
3
4
j
j
j
;
;
O
Z
2
5
2
j
j
j
Z
3
4
3
j
r，N13
叫ん〉

冬盆 みんなで田植え体験!

:~ ，'，: ¥];}J..I:，I;;ヤ子-成
y広主 a 斗.j rγf 噌九.，. "，' i) 

子とど、もも大人もみんな{仲中良く一列になつて回植えに挑戦!恒例の
咽植え体E劃釦かガ.東大洲の水田で行われ、主催者の大洲青年農業者
也議会のメンバーによる植え方の指導の後、参加者など約100人ガ
患を合わせて田植えを行いました。

@ 運動公園ブール聞き電〉

夏の暑さを吹っ飛ばせ!:元気にはしゃぐ子どもたち。今年も運動
公園ブーJU7)オフンにたくさんの子どもたちガ集まりました。暑い
夏は、まだまだこれからも続きそうです。皆さんもブーJしで涼しく過
ごしてみてはし消「かですか。 運動公園ブーJし 含 24-4704

11 
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保健センターB23-0310

いきいき

Liie 

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
8
月
1
日

ω
平
成
四
年
3
月
生
※

0
8
月
8
日

ω
平
成
日
年
1
月
生

0
8
月
却
日

ω
平
成
9
年
7
月
生

受
付
時
間
日
時

i
n時
叩
分

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
8
月
7
日

開

平

成

日
年
目
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

|日曜・祝祭日の当番医|

西原耳医院(東大洲)

かわばた産婦 (東大洲)

浜)

ft23-3366 

ft23-1103 

ft52-0275 

石村病院(長

8月6日

(日)

8月13日

(日)

パ
ス
タ
オ
ル

{
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
}
予
約
制

0
8
月
沼
日
開

相
談
時
間
叩
時
l
u
時
、
日
時
i
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

成
人
病
(生
活
習
慣
病
予
防
)

検
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

生
活
習
慣
病
と
は
、
あ
る
日
突
然
か

か
る
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
を
か
け

て
徐
々
に
進
行
し
た
病
気
の
こ
と
で
す
。

生
活
習
慣
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
は
、
問
診

表
を
お
送
り
し
ま
す
。
記
入
し
て
、
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-R成人
病

・
結
核
検
診
、

肺

・
胃

・
大

腸

・
婦
人
が
ん
検
診

O
八
多
喜
連
絡
所

8
月
4
日
幽

O
柳
沢
連
絡
所

8
月
お
日
凶

O
平
公
民
館

8
月
白
日
附

-R成人
病

・
結
核
検
診
、
肺

・
胃

・
大

腸
が
ん
検
診

(
婦
人
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
)

O
八
多
喜
連
絡
所

8
月
3
日
同

O
南
久
米
連
絡
所

8
月
げ
日
同
・
日
日
幽

中村皮膚ク リニック

(新谷)

森)

ft25-1112 

ft25-2333 

みやうち医院(徳

救急当番病院

8月20日

(日)

8月27日

(日)

O
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

8
月

n日
ω

河
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

時
間
・
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大

洲

保

健

所

予
約
制

【
工
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時
j

u
時

【難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

日

時
1

日
時

【女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木

曜

日

目

時

l
口
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

i
日
時

【思
春
期
保
健
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
8
月
M
日

制

日

時

j
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

8
月
3
日
休

市
立
大
洲
病
院

大
洲
郵
便
局
日
時
却
分
j

H
時
加
分

ア

イ

パ

ッ

ク

ス

日

時

j

M
時
却
分

洲

ー

大

5

東

5

院

4

病

一
央

4

中

2

洲

念

大

日
時
l
u
時

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

月・火曜日

日

木~日曜白

曜水

八
月
新
刊
案
内

デ
ジ
タ
ル
用
語
事
典
日
経

B
P社
出
版
局
編

「
悪
魔
械
い
」
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
稲

垣

武

著

新
し
い
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

ネ
ー
ミ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
編

不
老
不
死
と
い
う
欲
望

三
浦
園
雄
著

ふ
た
り
の
関
係
に
ひ
び
が
入
っ
た
ら

フ
ア
ウ
ス
ト
・
マ
ナ

1
ラ
著

男
は
プ
ラ
イ
ド
の
生
き
も
の
だ
か
ら

テ
レ
ン
ス
・
リ
ア
ル
著

女
と
男
の
だ
ま
し
あ
い

デ
ヴ
イ
ツ
ド
・

M
・
パ
ス
著

世
界
遺
産
飛
鳥
・
法
隆
寺
の
謎

テ
レ
ビ
東
京
編

日

本

経

済

の

変

容

伊

東

光

晴

著

親

の

悩

み

方

落

合

恵

子

著

学
校
教
育
改
草
の
実
現
を
め
ぐ
る
問
題

事

例

下

村

哲

夫

・
染
田
屋
謙
相
編
著

市
民
の
た
め
の
情
報
公
開
法
の
使
い
方

畠

基

晃

著

私
の
定
年
後
岩
波
書
庖
編
集
部
編

医
学
哲
学
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
石
渡
隆
司
著

天
空
造
形
美
の
競
演
八
板
康
麿
著

宇
宙
1
5

0
億
光
年
の
旅

ニ
ュ

ー
ト
ン
プ
レ
ス

バ
リ
ア
フ
リ

1
の
家

P
W通
信
社

キ
ャ
シ

l
中
島
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
パ
ラ

ダ

イ

ス

キ

ヤ

シ

1
中
島
著

ご
ま
の
料
理
と
お
や
つ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

人
気
ガ

l
デ
ナ
l
の
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ

ン

家

庭

画

報

編

集

部

編

お

り

が

み

手

品

桃

谷

好

英

著

攻

め

る

振

り

飛

車

鈴

木

大

介

著

実
力
五
段
囲
碁
読
本
囲
碁
編
集
部
編

常
用
漢
字
五
体
字
集
石
飛
博
光
著

12 

一

絃

の

琴

宮

尾

登

美

子

著

共

生

虫

村

上

龍

著

蒼

き

炎

藤

水

名

子

著

疾

風

独

楽

柏

田

道

夫

著

天
の
瞳
成
長
編

I

灰
谷
健
次
郎
著

彼
女
(
た
ち
)
に
つ
い
て
私
の
知
っ
て

い
る
二
、
=
一
の
事
柄
金
井
美
恵
子
著

嘘
を
も
う
ひ
と
つ
だ
け
東
野
圭
吾
著

鬼

あ

ざ

み

諸

国

玲

子

著

花

を

運

ぶ

妹

池

浮

夏

樹

著

将

軍

の

星

宮

本

昌

孝

著

女

流

作

家

西

村

京

太

郎

著

砂

の

迷

宮

柘

植

久

慶

著

虫

も

殺

さ

ぬ

太

田

蘭

三
著

東

京

小

説

椎

名

誠

ほ

か

著

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
イ
l
グ
ル
高
嶋
哲
夫
著

ア
フ
リ
カ
の
絵
本
上
・
下
伊
集
院
静
著

退

屈

姫

君

伝

米

村

圭

伍

著

殉

霊

彼

健

二

著

源
氏
物
語
眠
ら
な
い
姫
た
ち
由
良
弥
生
著

み
ん
な
誰
か
の
愛
し
い
女
林
真
理
子
著

そ
れ
ぞ
れ
の
山
頂
物
語
曽
野
綾
子
著

明

日

も

夕

焼

け

猪

瀬

直

樹

著

抗

老

期

上

坂

冬

子

著

孔
子

演

義

丁

寅

生

著

幻

視

者

ド

ン

・

パ

ス

マ

ン

著

エ
ク
ス
ペ
リ
メ
ン
ト

ジ
ョ
ン
・
ダ
l
ン
ト
ン
著

誇
り
へ
の
決
別

G
・
ラ
イ
ア
ル
著

八
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
近
代
大
洲
教
育
予
」
ぽ
れ
話
」

講
師

澄
田
恭
一
先
生

日
時

8
月
お
日
同

9
時
叩
八
刀
1
日
時
加
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

育
が
気
が
か
り
な
子
ど
も
の
た
め
に
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
就
学
や

入
学
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
。」
「
入

学
を
希
望
す
る
学
校
を
参
観
し
た
い
。
」

「
{
永
庭
で
の
養
育
に
助
言
が
ほ
し
い
。
」

こ
の
よ
う
な
内
容
に
市
内
の
小
中
学
校

教
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
包

@
2
1
1
1

(内

線

5
4
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

本

語

文

書

処

理

(
ワ
ー
プ
ロ
)
検
定

試

験

日

9
月
初
日
出

受
付
期
間

8
月
刊
日
附
j9
月
4
日
目

受

験

料

2
級

8
，1
6
0
円

3
級

6
，1
2
0
円

4
級

3
，0
6
0
円

【申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
商
工
会
議
所
含

@
4
1
1
1

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲

か

ら

の

お

知

ら

せ

雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

{庸

庖

ft24-3783 

ft24-3656 

さき'JL
目又

道

原

オく

水道業者の

緊急漏水当番

田

(有)

西

8月5目的

失
業
の
認
定
を
受
け
る
と
き
は
正
し

く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
を
採

用
さ
れ
た
場
合
は
、
正
し
く
申
告
す
る

よ
う
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
安
定
所

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ハロ
1
ワ
l
ク
大
洲
(
大
洲
職
業
安

定
所
)
含

@
3
1
9
1

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

「
放
送
大
学
」
と
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制

4
年
制
大
学
で
す
。

4
年
以
上

在
学
し
所
定
の
単
位
を
修
得
す
れ
ば
、

「
学
位
(
教
養
)
」
の
単
位
が
取
得
で
き

ま
す
。
四
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
全

課
履
修
生
と
し
て
、
ま
た
、
日
歳
以
上

で
あ
れ
ば
誰
で
も
選
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
ま
す
。

【
募
集
学
生
】

全
科
履
修
生
(
卒
業
を
目
指
す
人
)

選
科
履
修
生

(
1
年
間
在
学
す
る
人
)

科
目
履
修
生

(
6
カ
月
在
学
す
る
人
)

【
聴
取
方
法
】
契
約
受
信
料
不
要

放
送
大
学
の
授
業
は
全
国
放
送
(
無

料
)
で
す
。
ス
カ
イ
パ

1
フ
エ
ク

T
V
/

(有)いの水道設備

淳山水道工事庖

三'JL
員又

備)内田電気水道設備

設備

ft24-2216 

ft24-2583 

ft25-2858 

ft24-2541 

住屋

ダク

予

オ

伊

(有)

8月6日(日)

8月12日凶

8月13日(日)

(
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
)
テ
レ
ビ

2
0

5
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ラ
ジ
オ

5
0
0
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
中

{出
願
受
付
】

平
成
ロ
年
8
月
日
日
ま
で

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
9
0
0
8
2
6

松
山
市
文
京
町

3

愛
媛
大
学
内

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
1
9
2
3
8
5
4
4
 

放
送
大
学
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
資
料
請
求
可

}
ユ
吾
、
¥
場
当
巧
・
巳
吋
・
白
口
]
唱
¥
F
U

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
大
洲
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

「
写
遊
会
」
写
真
展

8
月

1
日
ω
1
8
月

6
日
同

V
創
作
ガ
ラ
ス
工
房
「
遊
」
作
品
展

8
月

8
日
附

1
8
月
日
日
出

V
大
洲
南
中
学
校
美
術
部
作
品
展

8
月
四
日
例

1
8
月
初
日
田

V
油
絵
・
水
彩
画
二
人
展

8
月
お
日
嗣

i
8
月
幻
日
同

展

示

時

間

叩

時
j
げ
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
含

@
1
2
8
1

ft25-4107 

岡福水道工事庖

ネ申

側

産

所

f庸

ft24-3656 

ft25-2197 

ft25-0300 

会 24-3556

南

興

吾JL
H又

工

=-lu 
iiJ(. 

ま失

建

田

塚

西

央

側

大

中

8月19日出

8月20日(日)

平成12年度自衛官等募集案内

試験期日受付期間格資募集種目

日月 5日~1 9 月 1 6日 ~17日
9月8日

推|高卒(見込)
防衛|薦 121歳未商¢者

大学校n高卒(見込)
学 生I~ 12-i歳宋満の者
一Il自衛官l却歳未満3

防衛医科|高卒(見込)
大学校学生121歳満の者

9 月 1 4日~ 1 1 次11月 11~12日
10月 13日 1 2 次12月 12~15日

日
日

一
日
目
白

沼
市

一
羽
ロ

8

~
~

一日
~
月
月

、l
η
〆
』
完
d
n
件、l
n〆』

月
月

一月
月
引
二

日
ロ

一
9
m巴

次

次

一次
次
次

1
内

正

す

l
p
n
d

~
日

一
~
日

日
明
日
一
日

B

M
月
一
7
月

月
旧
一
月

9

n

u

d

n

H

U

 

)
者
込
の
見
満
(
未
卒
歳
高
引生

学拘エ航

愛
媛
県
警
察
官
募
集

踏
み
出
す
一
歩
が
未
来
を
変
え
る
l

愛
媛
県
警
察
官
(
高
卒
警
官
)
募
集

【
受
付
期
間
】

8
月
中
旬

1
9
月
上
旬

【第

一
次

試

験

日

】

叩

月
8
日
制

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
警
察
本
部
警
務
課

干

7
9
0
1
8
5
7
3

松
山
市
南
堀
端

2
1
2

8
0
8
9
1
9
3
4
0
1
1
0
 

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
ま
で
。

ft25-4684 

所鉄工田情)神8月26日出

ft24-4122 

所工鉄保久

会 26-0 5 3 7 

社業電戸城8月27日(日)

ft25-2944 

工

ft26-0875 

木鉄々(有)佐

日月 1 4日~ 1 1 次10月26日
10月 13日 1 2 次11月22~23日

高卒(見込)
看護学生l21歳未満の女子

愛媛県警察官(高卒警官)受験資格

昭和48年4月2日から昭和58年4月1日までに生
まれた、大学卒業者又は大学卒業見込者を除く。

1 18歳以上27歳 1 8 月 7 日~ 1 1 次 9 月 16日曹候補士I~~~~~/JlJ~ 1 U~ ~~lï l 
|未満の者 / 9 月 8 日 / 2 次10月 4~g 日

|男118歳以上27歳|年聞を通じ|受付時にお知臼
2等陸|子 |未満の者 |て実施 |せします
海空
士 | 女 I ~歳以上27歳 1 8 月 7 日 ;::; 1 9 月 25日~26日

子 |未満の者 / 9月8日

※詳しくは自衛官大洲募集事務所合24-4123
または大洲市役所市民課ft24-2111内線110

一般曹候補 1 18歳以上24歳 18 月 7 日~ 1 1 次 9 月 16臼
学 生|未満の者 | 日月日日 1 2 次10月 4~g 日

区分 男性警察官 女性警察官 ※弁色力・

身 聴力は、完

体
身長 160cm以上 1 55cm以上 全であると

と
の 体重 47kg以上 45kg以上 ※その他、身

基 78cm以上
体に異常が

胸囲 ないこと。
準
視力 両眼の裸眼視力0.6以上、矯正視力1.0.以上。

[愛媛県警察ホームページ]

http://www.dokidoki.ne.jp/homel九himell0/

八
編
集
後
記

V

い
よ
い
よ
松
山
自
動
車
道
伊
予

i
大

洲
間
(
訂
・

8
M
)
の
開
通
で
す
。
昭

和
幻
年
に
構
想
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
泊

年
、
つ
い
に
四
国
縦
貫
自
動
車
道

(
2

2
2
M
)
の
全
線
開
通
で
す
。

真
新
し
い
高
速
道
路
で
の
ド
ラ
イ
ブ

ゃ
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
皆

さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
広
報
取
材
の
機

会
も
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
取
材
し
て

い
る
の
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ネ
。
あ
な
た
の
笑
顔
が

広
報
の
紙
面
を
飾
る
か
も
/
(
や
)

13 



8月亘l広報おおず 2000

内
中目 目炎 内 台f百 日 時など 場所など 問い合わせ先

交通事故相談 8 月 8 日ω/10時~15時 市役所5階会議室 総務財政課父通安全係

(愛媛県) 8 月 25日働/10時~15時 市役所3階会議室 会24-2111 内線323
人 権 相 談 8 月 18日働/10時~15時 市役所3階会議室

急ぐときは法務局 ft24-4155 
(法務省) 8 月 18日樹/10時~15時 久米公民館

ij 政 キ目 談
8 月 2 1 日伺)/ 9 時~12時 市役所3階会議室 急ぐときは ft24-5072(山本)

(総務庁) ft24-4294(辻)

社会保険相談
8 月 4 日働/10時~16時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

8 月 22日ω/10時~16時 含089-925-5105

不動産無料相談 8 月 15日ék)/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 ft24-4452 

定期税務相談 8 月 11 日樹/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 まま24-3115

一般相談 毎週月・水 ・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日 社会福祉協議会 ft23-0313 
相 談 |介護相談 毎週木曜日

(総合福祉センター1階)

電話相談 10時~12時、 13時~16時 (直通)ft23-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 ft24-2111 内線 177

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft24-6100 
何 で も 相 談 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター ft24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 ft24-1414 

案と-.‘ 

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

苛
⑫
倫
箆
(
昭
和
五
十
七

5
五
十
九
年
)

「
懐
か
し
い

1
0」
と
思
わ
れ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
車
寄
せ
や
板
張
り
の
床
な
ど
当
時
の
建
物
の
様
子
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
改
築
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
七
年
の
こ

と
。
同
年
九
月
に
は
市
役
所
が
市
民
会
館
に
仮
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
新
市
庁
舎
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
の

こ
と
で
す
。

14 

-大洲市内の交通事故

6月末現在 昨年同期

件 数 154 124 

負傷者 210 162 

死者 l 2 

平成12年 6月30日現在

39，189人(-2) 出生 27人 (-8) 

18，704人(+2) 死亡 31人(+9) 

20，485人(-4) 

14，441世帯(十1)(

市民の動き

)内は対前月比

人口

男

女

按帯数

期2 

納期は 8月31日です

今月の納税は

市県民税
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